Colloquium-Mosbach 1975. Vol. 26 : Molecular Basis of Motility L.M.G. Heilmeyer, Jr., J.C. Ruegg, Th. Wieland(eds.), pp. 222. Springer-Verlag, Berlin, Heidelberg, New York. 1976(BOOK REVIEW) by 嶋田,裕 et al.
Cらt，ぶらり t'J 
Colloquium-l¥IIosbach 1975. 

Vol.26: Molecular Basis of Motility 

L.M. G. Heilmeyer，Jr.，J.C. Ruegg and Th. Wieland (eds.) 
pp. 222. Springer-Verlag，Berlin，Heidelberg， 
New York. 1976. 
本書は 1975年ドイツの Mosbachで開催された第 26回生物化学会のシンポジ
ウムの記録で，運動の分子的基礎に関することが一冊にまとめられている。本書
はつぎの 3部よりなる。
その第 1は“化学エネJレギーから機械エネ Jレギーへの転換の仕組み"について
である。ここではまず Huxleyが筋の収縮と弛緩過程における分子的機構につ
いてのべ，本書:の序論的役割を果している。ついで Holmesらは昆虫のグリセ
リン処理筋を材料として，強直と弛緩時の cross-bridgeの構造を X線小角散乱
法により解析し， slidingの仕組みを明らかにしようとしている。 slidingの過
程で cross-bridgeに ATPが結合し，分解され，離れていく各段階で， cross-
bridge の構造変化を調べることは，重要な問題であるが， これを通常の方法で
追跡するのは大変むずかしい。そこでこのグループは ATP類似化合物(例えば
など)を用いて，上述の各段階に相当すると思わ-8)(1'ATPふs-CH，(α ATP
れる cross-bridgeのモデルをつくり，この X線回折像をとって， sliding過程
の cross-bridgeの動きを推測している。
第 2部では“Ca廿の作用と actomyosinATPaseの調節"について述べられ
ている。 Ca*による actomyosm系の調節が，調節タンパク質を介して分子レ
ベルで，どのようになされているかという点は筋肉の分野で最も関心が払われ，
研究の集中している部分の lつである。ここでは様々のレベルでこの問題がとり
あげられている。 Hasselbachは筋小胞体から Ca*の遊離と取込みの問題をと
りあげ， Gergley一派は troponinの Ca*結合による構造変化， それにとも
なう actin-m yosin相互作用の変化 (Mg-ATPaseの活性化)の関連を論じて
いる。 Perryらは筋肉には myosinの L鎖サブ、ユニット (DTNBlight chain) 
と troponin(troponin 1と troponinT)をリン酸化する酵素系が存在するこ
とを示し，これらのタンパク質がリン酸化されることにともなうタンパク分子の
構造変化が， Ca*による actin-myosin相互作用の調節に重要な役割を果すと
主張している。 Kendrick-Jonesは無脊椎動物における筋収縮調節系について，
一連の研究成果を報告している。さらに Fischer らは筋収縮に関連して，エネ 
Jレギー供給系(精代謝)の活性化がどのようにして起るかについて興味ある考え
方を提起している。
最後の部分は“ microtubuleと microfilament"についてである。近年非筋
細胞にも actin，m yosin などの筋収縮タンパク質が広く分布することが知られ
るようになり，非筋細胞の運動系に関心が払われている。 Luscher は血小板の
収縮タンパク質について要約し，その生理的役割について論じている。 Bryanら
は tublinの micI叫 ubuleへの重合を阻害する因子をウニ卵から得， このよう
な細胞質因子が細胞内での microtubule形成の調節のうえに重要な役割を果し
ているかも知れないことを示唆している。一方 Levi-Montalciniのクリレー プは，
神経成長促進因子は tubulinを重合させて microtubuleを， F-actinの場合フ
ィラメント同志を集合させて高濃度の Mg*添加時と同様のパラクリスタ Jレを形
成させることをみている。最後に Wieland はキノコ毒の一種 phaUoidin が 
microfilament (actin) の重合を安定させる顕著な働きのあることを報告してい
る口 cytochalasinは microfilamentを脱重合する因子として細胞生物学の分野
で大きな話題を提供したが， phalloidinは，いわば cytochalasin と逆の作用
を有する因子で， microfilamentの研究上で有力な道具となるであろう。
本書では電子顕微鏡， X線回折，タンパク生化学，酵素学的に筋およびその他
の収縮構造についての研究がまとめられており，最近までの成果を知るによい本
である。しかし，日本における筋肉の研究は国際的に高いレベルにあり，このシ
ンポジウムに日本人学者の招待されていないのは奇異な感がするし，江橋教授
(東大)，殿村教授(阪大)らの貢献が含まれていないのは， 本書の欠点といえ
る。(嶋田裕，大日方昂)
〔千葉医学 52，216，1976) 
